
 

 

 

        

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 
 

  

教職員を対象に救急救命法講習会が行われ、緊急に救命処置を実施しなけ

ればならない場合に、正確かつ迅速に救命できる知識や技能を身につけるこ

とをねらいとして行われました。講師には、日本赤十字社福島県支部の救急

指導員のお二人を迎えし、心肺蘇生の手技およびＡＥＤ操作、喉に異物を詰

まらせてしまった場合の背部叩打法等、実践的な講習内容を行いました。参

加した職員は、いざというときに救命活動ができるよう真剣に取り組んでい

ました。 

 

               

                               

 

日時 ： 平成３０年 7 月２４日（火） 

講師 ： 日本赤十字救急指導員  

安藤 富夫 氏     高橋 洋子 氏 

役割を分担し、AEDの操作

の練習をしました。 

 ペアになり、胸骨圧迫

の位置について、互いに

確認し合いました。 

異物が気道に詰まっ

た時の背部叩打法を教

えていただきました。 

 ダミー人形を使用し、講

師の先生の指示の下、実技

演習を行いました。 

成人と小児への心

肺蘇生の手技の違い

も学びました。 

救急車、 

お願いします。 

AEDを使います。

離れてください。 


